
１　児童観
　　本学級は，３年女子２名，５年女子２名の計３名の聴覚障害特別支援学級である。


２　題材について
○　特別支援学校学習指導要領解説自立活動編の次の項目を受け，児童の実態をふまえて設定している。
	６．コミュニケーション
　　（５）状況に応じたコミュニケーションに関すること　　　（Ａ児）
３．人間関係の形成
　　（４）集団への参加の基礎に関すること　　　　　　　　　（Ｂ児）
３．人間関係の形成
（２）他者の意図や感情の理解に関すること　　　　　　　（Ｃ児）


（１）題材観
	本学級は補聴器や人工内耳で聴力を補い，授業数の半数以上を特別支援学級で過ごしている。しかし，３年・５年の複式学級で当該学年の学習を進めるにあたり，教科学習において相互の交流はないが，自立活動においては，学級内での異学年交流をもつことができている。その中で，２人よりも３人での児童同士の話合いの場面において，コミュニケーションに課題が見られた。本題材では，「もちもちの木」の劇を用いて，さくら学級・たんぽぽ学級の６年生の児童へそれぞれの気持ちを伝える。「６年生に喜んでもらいたい。」という思いをもとに，劇の練習に取り組み，誰かのために行動する喜びを経験し，実感させることをねらいとしている。本題材の表現活動を通して「誰かのために一歩踏み出す勇気」や「優しさがあれば，いざという時に行動できる」ことなどをメッセージとして届けさせたい。



（２）指導観

（３）題材でめざす児童の姿
	Ａ児
（３年）
	６年生に喜んでもらうために友達の考えを聞いて，演技を工夫し取り組むことができる。
友達の気持ちを察したり，話合いを通して理解しようとしている。

	Ｂ児
（３年）
	友達の意見に耳を傾け，劇の成功に向けてその場に相応しい態度で練習に取り組むことができる。
友達の立場を考え，自ら進んで活動に参加しようとしている。

	Ｃ児
（５年）
	自分が伝えたいことを考え，劇を成功させようと積極的に取り組むことができる。
友達の為に行動することに充実感を味わい，その良さを理解することができる。


３　題材の評価規準
	Ａ児
（３年）
	・友達の意見を参考に６年生の気持ちを考えながら，取り組むことができる。
・わからない時には聞き返し，話を理解することができる。

	Ｂ児
（３年）
	・友達の意見を受け入れ，練習に取り組むことができる。
・表現方法を工夫し，成功の為に努力することができる。

	Ｃ児
（５年）
	・６年生へ伝えたい思いを劇で伝える意味を理解し，取り組むことができる。

・成功を目指して，適切な態度で取り組むことができる。


４　本題材において育成しようとする資質・能力とのかかわり
本題材は卒業していく６年生への思いを伝える活動を通して，他者を思いやる心情及びコミュニケーションの力を育成しようとするものである。劇を通して，６年生への感謝の気持ちを伝えるという目標に向かって取り組む中で，誰かのために行動する喜びを経験させたい。また，練習をしていく過程において自分の考えを伝
える力や友達の意見を聞いて行動する力を育成できると考える。
５　指導計画（全１４時間）
	次
	学習活動
	児童の思考の深まり
	評価規準
（評価方法）

	一　６年生のお別れ会を計画しよう
	
「もちもちの木」の劇を通して，６年生に喜んでもらうためにはどうしたらいいのかを考えお別れ会を計画する。（１）

	なぜ，劇をするのかな。
どんな物語だったかな。

物語を読んでみよう。
物語から何を伝えようかな。
どんなふうに進めたらいいかな。
たんぽぽ学級・さくら学級の６年生に喜んでもらえるように３人で演技を工夫しよう。
	Ａ児
話の内容を聞いて，分からないときには質問することができる。
【コミュニケーション６－（５）】（行動観察）　　　　　　　　　　
Ｂ児

先生や友達の話を最後まで聞いて理解し，発言することができる。
【人間形成３－（４）】　　　（行動観察）
Ｃ児

友達が何を伝えたいのか考え，質問や確認をすることができる。
【人間形成３－（２）】　　　（行動観察）　　　　　　　　　

	二　劇に挑戦しよう
	
オペレッタ「もちもちの木」

物語の人物や背景について考える。（１）
　　
　物語のメッセージを考える。（１）
　自分たちが何を伝えたいのかを考える。
（１）
役割分担を考える。（１）
　劇練習をする。（３）　
	物語を読んで理解しないと劇ができないね。

豆太ってどんな子かな。
豆太の気持ちがわかるな。
暗い道はこわい。でも豆太はがんばったね。
臆病者なのに，おじいさんのために走ることができたんだね。

物語から伝えられることって何かな。

初めてのことってドキドキするよね。
ここの場面では・・・してみよう。
	Ａ児

場や相手の状況を考えて演技をすることができる。
【コミュニケーション６-（５）】（行動観察）
Ｂ児
場や相手の状況を考えて演技をすることができる。
【人間関係３-（４）】　　　　（行動観察）
Ｃ児
友達の考えを聞いて，演技を工夫することができる。
【人間関係３-（２）】　　　　（行動観察）

	　三　演技の工夫を考えよう　
	　　

「豆太は見た」場面の演技を工夫する。

（１）（本時９／１４）

「弱虫でもやさしけりゃ」の場面を完成させる。（１）
　劇の完成を目指す。（１）
	映像を見てみ振り返ろう。
音楽があると演技しやすいかも。
動作を大きくすると盛り上がるかな。
風の音を入れたらいいね。
群読を練習しよう。

次回はどこから練習しますか。
たんぽぽ学級・さくら学級の友達に・・・が伝わったらいいな
	Ａ児

場面や友達の演技を考えて表現を工夫することができる。
【コミュニケーション６-（５）】（行動観察）
Ｂ児

話を最後まで聞いて，それに対する質問や確認をしながら演技することができる。
【人間関係の形成３-（４）】　（行動観察）
Ｃ児

これまでの演技に対する意見を参考に演技ことができる。
【（人間関係の形成３-（２）】　（行動観察）

	四　お別れ会をしよう
	
　お別れ会の計画をする。（１）
お別れ会をする。（１）


　活動を振り返り，６年生への手紙を書く。

（１）
	劇を楽しんでくれるかな。

一番いい演技を見てもらおう。

大きな声で，はっきり聞こえるように演技をしよう。
音読劇のプレゼントは，どうだったかな。

私たちの劇を喜んでくれたかな。


	Ａ児

６年生に喜んでもらうためにどうすればよいのかを考えて行動している。

【コミュニケーション６-（３）】（行動観察）
Ｂ児

６年生に伝えるために適切な言葉や態度でお別れ会に参加できる。
【人間関係の形成３-（４）】　（行動観察）
Ｃ児

お別れ会で６年生が喜んでくれているかを考えながら，お別れ会に参加できる。
【人間関係の形成３-（４）】　（行動観察）


６　本時の展開（９／１４）
（1） 本時の目標
Ａ児・・・自分と友達の考えの違いを認めながら,共通の目標に向けて自分の演技の方法を考えていく。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【コミュニケーション６－（５）】
Ｂ児・・・友達の考えに耳を傾け,６年生に思いが伝わるように演技を工夫することができる。

【人間関係の形成３－（４）】
Ｃ児・・・自分の伝えたいことや友達が何を考えているのかを理解して,行動することができる。
【人間関係の形成３－（２）】
（2） 観点別評価基準
Ａ児・・・場面や友達の演技を考えて，表現を工夫することができる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【コミュニケーション６－（５）】
Ｂ児・・・話を最後まで聞いて，それに対する質問や確認をしながら演技することができる。

【人間関係の形成３－（４）】
Ｃ児・・・これまでの演技に対する意見を参考に演技することができる。

【人間関係の形成３－（２）】
	学習活動
	指導上の留意点（○）
配慮を要する児童への支援（◆）
予想される児童の反応
	評価規準（評価方法）


	１　本時の学習課題をつかむ
２　各自のめあてと今日のめあてを確認する。
　
３　練習する。
４　練習の振り返りをする。
５　よいと思う演技を試す。
６　振り返りをする
７　次回の活動を予告する。
	○　前時の練習をふまえて音読劇の完成を目指していくことを伝える。
○　学習活動を提示し，めあてと本時の活動を明確にする。
◆　タイムスケジュールを示し，見通しをもたせる。
Ａ児　　　　　　　　　　　　Ｂ児　　　　　　　　　Ｃ児
 eq \o\ac(○,め)　　　　　　　　　　　　
○　全体で工夫することと自分が工夫することを決めて，練習させる。
◆　お互いの演技を見合って，意見交換をする。

◆　演技をしているところの映像を見る。
　
○　話合いのルールや話型を提示し，安心して話合いが進められるようにする。
◆　話合いが円滑に行えるように，意見をまとめるなどの支援をする。
◆　お互いの演技について互いの良さを認める声かけをルールとする。


　　
◆　話し合ったことをもとに「もちもちの木」の「豆太は見た」の場面をする。
◆　間違っても，最後までやり切らせる。
○　自分のめあてが達成できたかをふりかえる。
◆　ワークシートを用意し，自己評価させる。
○　友達のよかったことを発表する。


· 次回の予定を「弱虫でもやさしけりゃ」の場面であることを伝え，音読劇
を完成させることを伝える。
	Ａ児

○場面や友達の演技を考えて，表現を工夫することができる。
【コミュニケーション６－（５）】
（行動観察・ワークシート）
〇友達の意見を参考に６年生の気持ちを考えながら，取り組むことができる。
【道徳B－（７）】
Ｂ児

○話を最後まで聞いて，それに対する質問や確認をしながら演技することができる。
【人間関係の形成３－（４）】（行動観察・ワークシート）
〇友達の立場を考え，自ら進んで活動に参加しようとしている。

【道徳B－（７）】
Ｃ児

○これまでの演技に対する意
見を参考に演技ことができる。
【人間関係の形成３－（２）】（行動観察・ワークシート）

〇友達の為に行動することに充実感を味わい，その良さを理解することができる。
【道徳B－（７）】
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本題材で育成する資質・能力　














表現力　コミュニケーション





　





　　　　　　　　「気持ちのプレゼント」　


　　　～「もちもちの木」の劇を成功させよう～





資質・能力に関する実態





本学級の児童は，自分の気持ちを伝えることができるように努力を積み重ねてきた。学校生活にも慣れ，少しずつ自分の思いを言葉にすることができるようになった。しかし，自分の気持ちを伝えたいという気持ちが優先し，相手の気持ちを考えずに発言することや話し手の意図を十分理解しないまま，思い込みで話を展開することが，人との交流をもつ上での課題である。これまで様々な学習場面において，相手の気持ちを想像し，発言や行動を考える場面を設定した。学習したことを実生活の経験につなげられていないことから，実感が得られていないことが，本学級児童の実態であり課題とするところである。


個々の児童の様子及び聴力レベルは次の通りである。


�
児童の様子�
平均聴力レベル


着用閾値�
�
Ａ児


（３年）�
性格は明るく,他者への関心が高い。友達への思いやりで「・・したほうがいいよ。」「・・するべきだよ。」と自分の考えを一方的に押しつけてしまうことがある。�
右　　７０．０ｄｂ


　　　１８．８ｄｂ  （補聴器）


左　　６０．５ｄｂ


　　２０．０ｄｂ   (補聴器)�
�
Ｂ児


（３年）�
転入したことで，児童に大きな生活の変化があった。同学年や異学年の児童との関わりにおいて，自分が相手の気持ちを考えずに発言し，思い込みで行動してしまうことがある。�
右　　６２．５ｄｂ


　　　３７．５ｄｂ  （補聴器）


左　　５２．５ｄｂ


　　　３０．０ｄｂ   (補聴器)�
�
Ｃ児


（５年）�
集団においては,ロジャーを使用して話を聞き，周りの様子を見て適切な行動ができている。しかし，話を関連づけて考えることが苦手なことから，誤解をして思い込みで行動することがある。�
右　　１０１ｄｂ


　　　４６．５ｄｂ  （補聴器）


左　　１００ｄｂ


　　　２３．８ｄｂ  （人工内耳）�
�












本学級の児童は，はじめての経験で状況を把握できないことに不安感を覚え，学習に意欲的に取り組むことができない。聴覚障害のある児童の場合，聞こえに課題があることから目の前の状況だけで判断しがちである。そのため，そこに至るまでの状況の推移についても振り返りながら順序立てて考えるなど，出来事の流れに基づいて，総合的に判断する経験が必要であるとされている。これまでの自立活動では，「なんのためにするのか」ということを明確に示し，目標とすることに価値を見いだすことができるように指導を心がけてきた。本題材では，３人での劇に初めて挑戦する。「何をするのか」「どうするのか。」「なぜするのか。」ということに見通しをもたせ，劇練習に取り組ませる。卒業していく児童に喜んでもらったことが成功体験となり，学習をやり切ったことを自信とし，今後の力とさせたい。また，演技を３人で試行錯誤していく過程を経ることで友達と円滑に交流する力の向上を図っていきたい。





課題の設定





【本質的な問い】６年生に喜んでもらおう。





情報の収集





整理・分析　　　　　　














まとめ・創造・表現





ふりかえり





いい演技にして，喜んでもらいたいな。





「豆太は見た」の場面を完成させよう。





友達の考えを取り入れ，場面の完成を目指して演技する。





友達の考えを聞いて自分の演技を工夫する。





友達の考えを聞いて，友達に伝わる演技をする。





〇〇さんは，・・ところを・・のようにやってみたらどうかな。





○○さん，・・・のところを大きなで言ったほうがいいと思います。








〇〇さんの・・はとてもいいですね。





・・場面の切り替えをはやくしたらどうかな。





・・はとてもよかったよ。でも・・の場面は，～だから・・・は・・のようにしたほうがいいと思う。





・〇〇さんは，私の話を最後まで聞いて演技してくれたから私の演技がしやすかったです。


・〇〇さんは豆太の気持ちや場面を考えてナレーションをしていたのがよかったです。


・〇〇さんが自分の演技についての考えを一生懸命伝えてくれました。


・みんなでクライマックスの場面について，一生懸命考えることができました。








友達の考えを参考に演技することができました。





友達と「豆太は見た」の場面を工夫することができました。
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